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(57)【要約】
【課題】　照明装置の発光ブロックの動作の安定度が変
化しても、好適にバックライト装置の発光量を制御する
ことが可能な照明装置を提供することを目的とする。
【解決手段】　本発明に係る照明装置１００は、個別に
発光量を制御することが可能な複数の発光ブロック１２
１と、対象発光ブロックを含む１または複数の発光ブロ
ック１２１について、動作安定度が相対的に低い駆動初
期状態か、動作安定度が相対的に高い安定状態かを判定
し、対象発光ブロックの発光量を補正する処理を周期的
に実行するバックライト制御部１１１を備え、バックラ
イト制御部１１１は、駆動初期状態であると判定した場
合、対象発光ブロックの発光量を補正する温度センサ使
用補正処理を周期的に実行し、安定状態であると判定し
た場合、対象発光ブロックの発光量を補正する輝度セン
サ使用補正処理を、温度センサ使用補正処理が実行され
る周期よりも長い周期で実行することを特徴とする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個別に発光量を制御することが可能な複数の発光手段と、
　対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、動作安定度が相対的に低い第１
の状態か、前記第１の状態よりも前記動作安定度が相対的に高い第２の状態かを判定する
判定手段と、
　前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段の状態に応じて、前記対象発光手段の
発光量を補正する処理を周期的に実行する補正手段と、
を備え、
　前記補正手段は、前記判定手段が前記第１の状態であると判定した場合、前記対象発光
手段の発光量を補正する第１補正処理を第１周期で実行し、前記判定手段が前記第２の状
態であると判定した場合、前記対象発光手段の発光量を補正する第２補正処理を、前記第
１周期よりも長い第２周期で実行することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記複数の発光手段のうち、前記対象発光手段から照射された光の輝度を取得するため
の第１検出手段と、
　前記複数の発光手段のうち、前記対象発光手段の温度を取得するための第２検出手段と
、
を更に備え、
　前記第１補正処理は、前記第１検出手段が取得した前記対象発光手段の輝度に基づいて
、前記対象発光手段の発光量を補正する補正処理であり、
　前記第２補正処理は、前記第２検出手段が取得した前記対象発光手段の温度に基づいて
、前記対象発光手段の発光量を補正する補正処理である
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記第１検出手段が前記対象発光手段の輝度を取得する場合、所定の期間において、前
記複数の発光手段のうち前記対象発光手段を発光させ、かつ、前記複数の発光手段のうち
他の発光手段を発光させないように制御する制御手段を更に備えることを特徴とする請求
項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第２検出手段は、前記対象発光手段の温度を取得する温度センサであることを特徴
とする請求項２または請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記第２検出手段は、前記対象発光手段の駆動回路に流れる電流値を取得する電流値セ
ンサであることを特徴とする請求項２または請求項３に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記照明
装置が駆動を開始してから経過した第１の経過時間が、第１の閾値以下である場合、前記
第１の状態であると判定し、前記第１の経過時間が前記第１の閾値よりも長い場合、前記
第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記
載の照明装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記照明
装置の駆動条件が変更されてから経過した第２の経過時間が、第２の閾値以下である場合
、前記第１の状態であると判定し、前記第２の経過時間が前記第２の閾値よりも長い場合
、前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１
項に記載の照明装置。
【請求項８】
　各発光手段の温度変化を検出する第１取得手段を備え、
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第１
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取得手段が取得した前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段の温度変化が第３の
閾値以上である場合、前記第１の状態であると判定し、前記温度変化が前記第３の閾値よ
りも小さい場合、前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１乃至請求項
５のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
　各発光手段の駆動電流の変化を検出する第２取得手段を備え、
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第２
取得手段が取得した前記対象発光手段の駆動電流の変化が第４の閾値以上である場合、前
記第１の状態であると判定し、前記駆動電流の変化が前記第４の閾値よりも小さい場合、
前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項
に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記発光手段に複数種類の光源が用いられている場合に、光源の種類毎に前記判定手段
の判定条件を変えることを特徴とする、請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の照
明装置。
【請求項１１】
　前記第１補正処理による発光量の補正処理は、前記第２補正処理による発光量の補正処
理よりも精度が高いことを特徴とする請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の照
明装置。
【請求項１２】
　前記補正手段は、前記複数の発光手段について補正処理を施すサイクルを繰りかえすこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１１のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記判定手段が、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第１
の状態よりも動作安定度が相対的に高く、かつ前記第２の状態よりも動作安定度が相対的
に低い第３の状態と判定した場合に、前記補正手段は、第１のサイクルで前記第１補正処
理で前記対象発光手段の発光量の補正処理を施し、前記第１のサイクルのあとに実行され
る第２のサイクルで、前記第２補正処理で前記対象発光手段の発光量の補正処理を施すこ
とを特徴とする請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１３のいずれか１項に記載の前記照明装置と、
　前記照明装置から照射された光を透過して画像を表示する表示手段と、
を備える表示装置。
【請求項１５】
　個別に発光量を制御することが可能な複数の発光手段と、
　各発光手段の輝度を取得する輝度取得手段と、
　各発光手段の温度を取得する温度取得手段と、
　対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、動作安定度が相対的に低い第１
の状態か、前記第１の状態よりも前記動作安定度が相対的に高い第２の状態かを判定する
判定手段と、
　前記判定手段が前記第１の状態であると判定した場合、前記対象発光手段の温度に基づ
いて、前記対象発光手段の発光量を補正する第１補正処理を施し、前記判定手段が前記第
２の状態であると判定した場合、前記対象発光手段の輝度に基づいて前記対象発光手段の
発光量に第２補正処理を施す補正手段と、
を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項１６】
　前記輝度取得手段が前記対象発光手段の輝度を取得する場合、所定の期間において、前
記複数の発光手段のうち前記対象発光手段を発光させ、かつ、前記複数の発光手段のうち
他の発光手段を発光させないように制御する制御手段を更に備えることを特徴とする請求
項１５に記載の照明装置。
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【請求項１７】
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記照明
装置が駆動を開始してから経過した第１の経過時間が、第１の閾値以下である場合、前記
第１の状態であると判定し、前記第１の経過時間が前記第１の閾値よりも長い場合、前記
第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１５または請求項１６に記載の照明
装置。
【請求項１８】
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記照明
装置の駆動条件が変更されてから経過した第２の経過時間が、第２の閾値以下である場合
、前記第１の状態であると判定し、前記第２の経過時間が前記第２の閾値よりも長い場合
、前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１５または請求項１６に記載
の照明装置。
【請求項１９】
　各発光手段の温度変化を検出する第１取得手段を備え、
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第１
取得手段が取得した前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段の温度変化が第３の
閾値以上である場合、前記第１の状態であると判定し、前記温度変化が前記第３の閾値よ
りも小さい場合、前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１５または請
求項１６に記載の照明装置。
【請求項２０】
　各発光手段の駆動電流の変化を検出する第２取得手段を備え、
　前記判定手段は、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第２
取得手段が取得した前記対象発光手段の駆動電流の変化が第４の閾値以上である場合、前
記第１の状態であると判定し、前記駆動電流の変化が前記第４の閾値よりも小さい場合、
前記第２の状態であると判定することを特徴とする請求項１５または請求項１６に記載の
照明装置。
【請求項２１】
　前記発光手段に複数種類の光源が用いられている場合に、光源の種類毎に前記判定手段
の判定条件を変えることを特徴とする、請求項１５乃至請求項２０のいずれか１項に記載
の照明装置。
【請求項２２】
　前記補正手段は、前記複数の発光手段について補正処理を施すサイクルを繰りかえすこ
とを特徴とする請求項１５乃至請求項２１のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項２３】
　前記判定手段が、前記対象発光手段を含む１または複数の発光手段について、前記第１
の状態よりも動作安定度が相対的に高く、かつ前記第２の状態よりも動作安定度が相対的
に低い第３の状態と判定した場合に、前記補正手段は、第１のサイクルで前記第１補正処
理で前記対象発光手段の発光量の補正処理を施し、前記第１のサイクルのあとに実行され
る第２のサイクルで、前記第２補正処理で前記対象発光手段の発光量の補正処理を施すこ
とを特徴とする請求項２２に記載の照明装置。
【請求項２４】
　請求項１５乃至請求項２３のいずれか１項に記載の前記照明装置と、
　前記照明装置から照射された光を透過して画像を表示する表示手段と、
を備える表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光量を補正することが可能な照明装置およびその照明装置をもちいた表示
装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　透過型の表示パネルを用いた表示装置は、表示パネルの背面側から表示パネルに光を照
射する照明装置（バックライト装置）を備える。照明装置には、それぞれ光源を備える複
数の発光ブロックを備え、各発光ブロックの発光量を個別に制御可能な照明装置がある。
近年、表示装置に求められる大型化や薄型化に対応するため、または照明装置から表示パ
ネルに照射される光の輝度分布の向上等のため、照明装置に設けられる発光ブロックの数
は、増加する傾向にある。
【０００３】
　また、各発光ブロックの発光量は、発光ブロックが備える光源の個体差や経年劣化、ま
たは温度変化の大小等の発光ブロックの動作の安定度によって変化することがある。例え
ば、照明装置の駆動開始直後に、駆動回路や光源からの発熱により光源の温度が急激に変
化する（動作の安定度が低い）場合に、同一の駆動条件で各発光ブロックを制御しても、
各発光ブロックの発光量が変化してしまうことがあった。
【０００４】
　このような発光量の変動に対して、特許文献１には、バックライト装置の各発光ブロッ
クから照射される光の輝度を測定して、各発光ブロックの発光量をフィードバック制御す
る表示装置が開示されている。特許文献１に開示された表示装置は、各発光ブロックの輝
度を精度よく測定するために、測定対象の発光ブロックの輝度を測定している期間におい
て、輝度の測定に影響を与える他の発光ブロック（測定対象でない発光ブロック）の点灯
を停止（消灯）する。
【０００５】
　輝度センサを用いたフィードバック制御を短時間に連続して行うと、測定対象でない発
光ブロックの消灯により、照明装置から表示パネルに照射される光の輝度の低下や、フリ
ッカ等が発生することがあった。フィードバック制御による、照明装置から照射される光
へ影響を抑制するために、輝度センサを用いたフィードバック制御による一部の発光ブロ
ックの消灯は、所定の補正間隔以上の期間をあけて実行させることが考えられる。その場
合、輝度センサを用いたフィードバック制御を、複数の発光ブロックに対して実行するた
めには、発光ブロックの数と、上記所定の補正間隔とに比例した測定期間が必要となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１５７３１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した従来の技術では、照明装置の備える発光ブロックの数が増加し
た場合に、全ての発光ブロックのフィードバック制御を完了するために必要な測定期間が
増大する。測定期間が増大することにより、例えば、照明装置の駆動開始直後であって各
発光ブロックの単位時間当たりの温度変化が大きい（動作の安定度が低い）場合に、発光
ブロックの発光量の変化が大きくなることがある。このとき、照明装置から表示パネルに
照射される光の発光量が不安定となってしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記課題に鑑みて、照明装置の発光ブロックの動作の安定度が変化
しても、好適に各発光ブロックの発光量を制御することが可能な照明装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る照明装置の一の形態は、個別に発光量を
制御することが可能な複数の発光手段と、対象発光手段を含む１または複数の発光手段に
ついて、動作安定度が相対的に低い第１の状態か、前記第１の状態よりも前記動作安定度
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が相対的に高い第２の状態かを判定する判定手段と、前記判定手段の判定結果に応じて、
前記対象発光手段の発光量を補正する処理を周期的に実行する補正手段と、を備え、前記
補正手段は、前記判定手段が前記第１の状態であると判定した場合、前記対象発光手段の
発光量を補正する第１補正処理を第１周期で実行し、前記判定手段が前記第２の状態であ
ると判定した場合、前記対象発光手段の発光量を補正する第２補正処理を、前記第１周期
よりも長い第２周期で実行することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る照明装置によれば、対象発光手段の動作安定度に応じて、適切な補正処理
を選択して、対象発光手段の発光量の補正処理を行う。したがって、照明装置の発光ブロ
ックの動作の安定度が変化しても、好適にバックライト装置の発光量を制御することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】表示装置の装置構成図である。
【図２】照明装置を備える表示装置の機能ブロックを示す機能ブロック図である。
【図３】バックライトユニットの装置構成を示した模式図である。
【図４】バックライト制御部の輝度補正処理の１サイクルを示す第１のフローチャートで
ある。
【図５】輝度センサ使用補正処理、および温度センサ使用補正処理のフローを示したサブ
フローチャートである。
【図６】経過時間に対する発光ブロックの温度変化を示したグラフである。
【図７】光源の発光効率の温度特性を示した模式図である。
【図８】経過時間に対する、１つの発光ブロックの発光量の変化を示したグラフとである
【図９】第２の実施例に係る照明装置における輝度補正処理サイクルのフローを示した第
２のフローチャートである。
【図１０】ハイブリッド補正処理のフローを示したサブフローチャートである。
【図１１】第２の実施例における輝度補正処理を実行した場合の発光量の時間変化を示し
た模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。なお、本発明の技術的範囲
は、特許請求の範囲によって確定され、以下に例示する実施例によって限定されるもので
はない。また、実施例の中で説明されている特徴の組み合わせすべてが本発明に必須とは
限らない。本明細書および図面に記載の内容は例示であって、本発明を制限するものと見
なすべきではない。本発明の趣旨に基づき種々の変形（各実施例の組合せを含む）が可能
であり、それらを本発明の範囲から除外するものではない。即ち、各実施例及びその変形
例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【００１３】
　（第１の実施例）
　第１の実施例に記載の照明装置１００は、照明装置１００が備える発光ブロック１２１
の動作安定度を示す状態を、取得した判定パラメータにより判定し、各発光ブロック１２
１の状態に基づき、発光量を補正する方法を切り換える。具体的には、照明装置１００は
、発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い状態であるときに、発光ブロック１２
１の輝度を用いて当該発光ブロック１２１の発光量を補正する。さらに、照明装置１００
は、発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に低い状態であるときに、発光ブロック１
２１の輝度以外のパラメータを用いて当該発光ブロック１２１の発光量を補正する。
【００１４】
　ここで、発光ブロック１２１の動作安定度は、発光ブロック１２１の発光量の時間に対
する安定性を示す指標であるとする。動作安定度が相対的に高いとは、発光ブロック１２
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１の発光量の時間に対する変化が、相対的に小さいとみなすことができることを意味する
。動作安定度が相対的に低いとは、発光ブロック１２１の発光量の時間に対する変化が、
相対的に大きいとみなすことができることを意味する。
【００１５】
　言い換えると、第１の実施例に記載の照明装置１００は、照明装置１００が備える発光
ブロック１２１の発光量の時間当たりの変化が小さいとみなせる状態である場合に、発光
ブロック１２１の輝度を用いて当該発光ブロック１２１の発光量を補正する。さらに、照
明装置１００が備える発光ブロック１２１の発光量の時間当たりの変化が大きいとみなせ
る状態である場合に、発光ブロック１２１の輝度以外のパラメータを用いて当該発光ブロ
ック１２１の発光量を補正する、とも言える。
【００１６】
　図１は、表示装置１の装置構成図である。表示装置１は、入力部１０、照明装置１００
、液晶制御回路２１０および液晶パネル２２０を備える。照明装置１００は、バックライ
ト制御回路１１０およびバックライトユニット１２０とを備える。図２は、照明装置１０
０を備える表示装置１の機能ブロックを示す機能ブロック図である。
【００１７】
　入力部１０は、バックライト制御回路１１０と液晶制御回路２１０とに、制御情報を入
力する。制御情報は、表示装置１が表示する画像信号や、表示装置１の最大表示輝度に関
する情報である。入力部１０は、制御情報を記録し、出力可能なハードディスク等の記録
媒体である。なお、入力部１０は、外部装置から制御情報を取得することが可能な入力端
子であってもよい。
【００１８】
　照明装置１００は、液晶パネル２２０に光を照射するバックライト装置である。バック
ライト制御回路１１０は、バックライトユニット１２０の各発光ブロックの発光量を制御
する制御回路である。バックライト制御回路１１０の動作については後述する。
【００１９】
　バックライトユニット１２０は、発光ブロック１２１、輝度センサ１２２、および温度
センサ１２３を備える。図３は、バックライトユニット１２０の装置構成を示した模式図
である。バックライトユニット１２０は、個別に輝度を制御可能な複数の発光ブロック１
２１ａ～１２１ｆを備える。発光ブロック１２１ａは、発光ブロック１２１ａから照射さ
れた光の輝度を検出する輝度センサ１２２ａと、発光ブロック１２１ａの温度を検出する
温度センサ１２３ａとを備える。また、発光ブロック１２１ａは、複数の光源１２４ａを
備える。発光ブロック１２１ｂ～１２１ｆについてもそれぞれ対応する輝度センサ１２２
ｂ～１２２ｆと、温度センサ１２３ｂ～１２３ｆと、光源１２４ｂ～１２４ｆとを備える
。
【００２０】
　光源１２４は、光源１２４の温度によって、駆動電流に対する発光量の比率である発光
効率が変化する。例えば、光源１２４は温度が高いほど発光効率が低くなるＬＥＤ（Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）であるとする。
【００２１】
　バックライト制御回路１１０は、各発光ブロックの発光量を制御することが可能な制御
回路基板である。バックライト制御回路１１０は、バックライト制御部１１１、経過時間
取得部１１２、バックライト駆動部１１３、駆動電流取得部１１４、輝度取得部１１５、
温度取得部１１６、およびメモリ１１７を備える。
【００２２】
　バックライト制御部１１１は、各発光ブロック１２１の駆動電流値を決定し、バックラ
イト駆動部１１３に出力する演算処理装置（プロセッサ）である。なお、バックライト制
御部１１１は、２以上のプロセッサを用いて構成されていてもよい。さらに、バックライ
ト制御部１１１は、後述するバックライト制御部１１１が実行する機能の一部を実行可能
な１以上の電子回路等のハードウェアを備えていてもよい。
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【００２３】
　バックライト制御部１１１は、入力部１０から取得した画像信号に基づいて、各発光ブ
ロック１２１が照射する光の発光量を決定し、決定した発光量で各発光ブロック１２１か
ら光が照射されるように、各発光ブロック１２１の駆動電流値を決定する。なお、バック
ライト制御部１１１は、表示装置１に表示される輝度の最大値の設定に応じて、各発光ブ
ロックの発光量を決定するものであってもよい。
【００２４】
　バックライト制御部１１１は、経過時間取得部１１２から経過時間ｔ１を判定パラメー
タとして取得し、各発光ブロック１２１の状態を判定する。経過時間ｔ１の詳細について
は、後述する。例えば、バックライト制御部１１１は、判定パラメータを用いて、各発光
ブロック１２１が、相対的に動作安定度が高い安定状態か、相対的に動作安定度が低い駆
動初期状態であるかを判定するとする。前述したとおり、発光ブロックの動作安定度は、
発光ブロック１２１の発光量の時間に対する安定性を示す指標である。
【００２５】
　バックライト制御部１１１は、各発光ブロック１２１について個別に状態を判定するこ
とも、複数の発光ブロック１２１ごとに状態を判定することも可能である。例えば、バッ
クライト制御部１１１は、照明装置１００に含まれる全ての発光ブロック１２１について
、状態を判定するとする。
【００２６】
　バックライト制御部１１１は、各発光ブロックの発光量を補正する処理を周期的に実行
する。バックライト制御部１１１は、各発光ブロックの状態に基づいて、各発光ブロック
に対して、輝度測定値を用いて発光量を補正する処理を実行するか、温度測定値を用いて
発光量を補正する処理を実行するかを決定する。ここで、バックライト制御部１１１が温
度測定値を用いて発光量を補正する処理を実行する周期は、輝度測定値を用いて発光量を
補正する処理を実行する周期よりも長い。
【００２７】
　具体的には、バックライト制御部１１１は、発光量を補正する発光ブロック（対象発光
ブロック）の動作安定度が相対的に高い状態である場合に、輝度測定値を用いて発光量を
補正する。さらに、バックライト制御部１１１は、対象発光ブロックの動作安定度が相対
的に低い状態である場合に、温度測定値を用いて発光量を補正する。
【００２８】
　バックライト制御部１１１が輝度測定値を用いた補正処理を実行すると決定した場合、
バックライト制御部１１１は、輝度検出指示をバックライト駆動部１１３および輝度取得
部１１５に出力する。バックライト制御部１１１が温度測定値を用いた補正処理を実行す
ると決定した場合、バックライト制御部１１１は、温度検出指示を温度取得部１１６に出
力する。
【００２９】
　バックライト制御部１１１は、各発光ブロックの輝度測定値もしくは温度測定値を用い
て、各発光ブロックの駆動電流値を補正して、各発光ブロックの発光量を制御する。
【００３０】
　バックライト制御部１１１は、各発光ブロックの動作安定度の判定処理、および、駆動
電流値の補正処理を含む一連の処理を、１つの補正サイクルとして周期的に実行する。照
明装置１００の駆動中に、バックライト制御部１１１は、補正サイクルを繰り返し実行す
る。各発光ブロックは、１つの補正サイクルの中で少なくとも１度、発光量の補正処理が
実行される。
【００３１】
　バックライト制御部１１１が各発光ブロックに対して実行する補正サイクルの周期は、
補正サイクルで、各発光ブロックに対して実行される補正処理が、輝度測定値を用いた補
正処理であるか、温度測定値を用いた補正処理であるかで異なる。
【００３２】



(9) JP 2017-204341 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

　経過時間取得部１１２は、照明装置１００が駆動を開始してからの経過時間ｔ１を計測
し、バックライト制御部１１１に出力する。例えば、経過時間ｔ１は、複数の発光ブロッ
ク１２１のうち少なくとも１つが発光を開始してからの経過時間であるとする。
【００３３】
　バックライト駆動部１１３は、バックライト制御部１１１から取得した各発光ブロック
１２１の駆動電流値に基づいて、各発光ブロック１２１の光源の発光をパルス幅変調（Ｐ
ＷＭ：Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）により、制御する駆動回路であ
る。また、バックライト駆動部１１３は、バックライト制御部１１１から輝度検出指示を
取得した場合に、予め定められた測定期間において、輝度検出対象の発光ブロックを所定
の駆動条件で点灯させ、かつ輝度検出対象でない発光ブロックを消灯させるように制御す
る。
【００３４】
　また、バックライト駆動部１１３は、各発光ブロック１２１を駆動した場合に、各発光
ブロック１２１に流れた駆動電流値の情報を駆動電流取得部１１４に出力する。
【００３５】
　駆動電流取得部１１４は、バックライト駆動部１１３から取得した各発光ブロック１２
１に流れた駆動電流値を取得し、バックライト制御部１１１に出力する電流値センサであ
る。駆動電流取得部１１４は、各発光ブロック１２１に対して、駆動電流値の変化量を取
得して、バックライト制御部１１１に出力することも可能である。
【００３６】
　輝度取得部１１５は、バックライト制御部１１１から輝度検出指示を取得した場合に、
輝度測定対象の発光ブロックに対応する輝度センサ１２２から輝度測定値を取得する。輝
度取得部１１５は、輝度検出対象の発光ブロックが点灯し、輝度検出対象でない発光ブロ
ックが消灯しているタイミングで、輝度検出対象の発光ブロックに対応する輝度センサ１
２２から出力された値を積算して、輝度検出対象の発光ブロックの輝度測定値を取得する
。輝度取得部１１５は、取得した輝度測定値をバックライト制御部１１１に出力する。
【００３７】
　温度取得部１１６は、バックライト制御部１１１から温度検出指示を取得した場合に、
温度測定対象の発光ブロックに対応する温度センサ１２３から温度測定値を取得する。温
度取得部１１６は、取得した温度測定値をバックライト制御部１１１に出力する。各発光
ブロック１２１の温度測定値は、各発光ブロック１２１の動作環境を示す動作情報といえ
る。
【００３８】
　メモリ１１７は、バックライト制御部１１１が用いるパラメータおよびプログラムを記
憶し、バックライト制御部１１１が情報の読出し、および書込みが可能な記憶媒体である
。メモリ１１７は、バックライト制御部１１１が各発光ブロック１２１の動作安定度を判
定するために用いる閾値Ｔｈ１、光源の発光効率と温度との関係を示す温度特性情報、お
よび各発光ブロック１２１の輝度目標値を記憶し、バックライト制御部１１１に出力する
。
【００３９】
　液晶制御回路２１０は、入力部１０から取得した画像信号を用いて、液晶パネル２２０
を制御する制御回路基板である。液晶制御回路２１０は、画像処理部２１１と、液晶パネ
ル駆動部２１２とを備える。
【００４０】
　画像処理部２１１は、入力部１０から取得した画像信号に対して、γ変換処理や、シャ
ープネス等の画像処理を施して、出力画像信号を生成する。画像処理部２１１は、出力画
像信号を液晶パネル駆動部２１２に出力する。液晶パネル駆動部２１２は、取得した出力
画像信号に基づいて、液晶パネル２２０の透過率を制御する。
【００４１】
　液晶パネル２２０は、マトリクス状に配置された複数の液晶素子と、各液晶素子に対応
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するカラーフィルターとを備える透過型の表示パネルである。液晶パネル駆動部２１２に
よって、出力画像信号に応じて各液晶素子の透過率が制御される。液晶パネル２２０は、
照明装置１００から照射された光を、透過して画面に画像を表示する。
【００４２】
　なお、液晶パネル２２０は、透過型の表示パネルであればよく、透過率を制御する素子
にＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）素
子を用いた表示パネルであってもよい。
【００４３】
　図４、および図５のフローチャートを用いて、バックライト制御部１１１の輝度補正処
理を説明する。図４は、バックライト制御部１１１の輝度補正処理の１サイクルを示すフ
ローチャートである。
【００４４】
　輝度補正処理のサイクルが開始されると、Ｓ１００でバックライト制御部１１１は、経
過時間取得部１１２から経過時間ｔ１を取得する取得処理を実行する。処理はＳ１０１に
進む。
【００４５】
　Ｓ１０１で、バックライト制御部１１１は、経過時間取得部１１２から取得した経過時
間ｔ１を用いて、照明装置１００の各発光ブロック１２１の状態を判定する。バックライ
ト制御部１１１は、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ１よりも大きいか否かを判定する。具体的に
は、経過時間ｔ１が所定の閾値Ｔｈ１よりも大きい場合に、バックライト制御部１１１は
、各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い安定状態であると判定する。さらに
、経過時間ｔ１が所定の閾値Ｔｈ１以下である場合に、バックライト制御部１１１は、各
発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に低い駆動初期状態であると判定する。
【００４６】
　閾値Ｔｈ１は、メモリ１１７から読み出したパラメータである。閾値Ｔｈ１は、予め取
得された経過時間ｔ１に対する発光ブロック１２１の温度変化に基づいて、決定されたパ
ラメータである。図６は、予め取得された経過時間ｔ１に対する発光ブロック１２１の温
度変化を示したグラフである。照明装置１００が駆動を開始すると、バックライト制御回
路１１０および発光ブロック１２１から熱が発生し、発光ブロック１２１の温度が上昇す
る。
【００４７】
　例えば、閾値Ｔｈ１は、発光ブロック１２１の温度が所定の温度閾値に到達する経過時
間ｔ１とする。図６に示すように、照明装置１００の駆動を開始する前の初期温度Ｔ０が
２０℃であり、飽和温度Ｔｓが５０℃であるとする。温度閾値を発光ブロック１２１の飽
和温度Ｔｓの８０％であるとすると、発光ブロック１２１の温度が飽和温度Ｔｓの８０％
程度となる６０秒を閾値Ｔｈ１とする。駆動初期（経過時間ｔ１≦Ｔｈ１）では、発光ブ
ロック１２１の温度変化の傾きが大きい。
【００４８】
　なお、閾値Ｔｈ１は、発光ブロック１２１の単位時間当たりの温度変化が所定の閾値以
下となる経過時間とすることも可能である。所定の閾値は、輝度センサを用いた補正処理
を実行することが可能な時間の間隔において、温度変化による発光ブロック１２１の発光
量の変化量が、照明装置１００の輝度変化として許容される値以下になる単位時間当たり
の温度変化としてもよい。
【００４９】
　Ｓ１０１で、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ１よりも大きい場合、バックライト制御部１１１
は、各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い安定状態であると判定し、Ｓ１１
０の処理に進む。また、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ１以下である場合、バックライト制御部
１１１は、各発光ブロック１２１の動作安定度が低い駆動初期状態にあると判定し、Ｓ１
２０の処理に進む。
【００５０】
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　Ｓ１１０、もしくはＳ１２０の各補正処理を実行し、輝度補正処理の１つのサイクルが
終了する。バックライト制御部１１１は、上述のサイクルを繰り返し実行する。
【００５１】
　図５は、Ｓ１１０で実行される輝度センサ使用補正処理、およびＳ１２０で実行される
温度センサ使用補正処理のフローを示したフローチャートである。図５を用いて各補正処
理を説明する。
【００５２】
　図５（ａ）は、輝度センサ使用補正処理のフローを示すフローチャートである。Ｓ１１
０は、各発光ブロック１２１に対して、対応する輝度センサ１２２で取得した輝度測定値
に基づいて、駆動電流値を補正する処理を実行する輝度センサ使用補正処理である。
【００５３】
　輝度センサ使用補正処理が開始されると、Ｓ１１１で、バックライト制御部１１１は、
補正処理を施す対象発光ブロックを決定する。例えば、対象発光ブロックは、図３で示し
たバックライトユニット１２０に含まれる複数の発光ブロック１２１ａ～１２１ｆに対し
て、左上の１２１ａから順に選択されるように決定されるとする。例えば、バックライト
制御部１１１は、発光ブロック１２１ａを対象発光ブロックと選択するとする。処理はＳ
１１２に進む。
【００５４】
　Ｓ１１２で、バックライト制御部１１１は、対象発光ブロックの輝度測定値を取得する
。具体的には、バックライト駆動部１１３と輝度取得部１１５とに対して、発光ブロック
１２１ａの輝度測定値を取得する輝度取得指示を出力する。バックライト駆動部１１３は
、発光ブロック１２１ａを、測定期間において所定の駆動条件で点灯させ、他の発光ブロ
ック１２１ｂ～１２１ｆを消灯するように制御する。また、輝度取得部１１５は、輝度セ
ンサ１２２ａから測定期間において出力された値から発光ブロック１２１ａの輝度測定値
を取得し、バックライト制御部１１１に出力する。
【００５５】
　対象発光ブロックの輝度取得処理は、対象発光ブロックの輝度を測定する際に、対象発
光ブロック以外の発光ブロックの消灯を伴う。したがって、ユーザが画面を視ている場合
に、発光ブロックの消灯による妨害感を感じることを抑制するために、輝度センサ使用補
正処理における輝度測定処理は、一定の期間以上の期間をあけて実行されることが望まし
い。例えば、輝度測定処理は４秒に１回実行されるものとする。処理はＳ１１３に進む。
【００５６】
　Ｓ１１３で、バックライト制御部１１１は、取得した発光ブロック１２１ａの輝度測定
値と、メモリ１１７から取得した輝度目標値とを用いて取得した発光ブロック１２１ａの
輝度変化率Ｒに基づいて、駆動電流値を補正する。
【００５７】
　輝度目標値は、発光ブロック１２１ａが基準状態において所定の駆動条件で駆動した場
合に、輝度取得部１１５が取得する輝度測定値である。輝度変化率Ｒは、取得した輝度測
定値を目標輝度値で除算した値である。つまり、輝度変化率Ｒは、輝度測定値を取得した
時点における、基準状態からの発光ブロック１２１ａの輝度の変化率である。基準状態は
、発光ブロック１２１ａの駆動の基準とする状態であり、例えば、発光ブロックの温度が
２０℃で経時劣化が小さい駆動初期における発光ブロックの状態であるとする。
【００５８】
　バックライト制御部１１１は、輝度変化率Ｒに基づいて、駆動電流値を補正する。駆動
電流値に対して発光量が線形の関係にある場合、バックライト制御部１１１は、発光ブロ
ック１２１ａの駆動電流値を輝度変化率Ｒで除算して補正する。例えば、バックライト制
御部１１１が輝度測定値に基づいて、対象発光ブロックの発光量を補正する処理を実行す
る時間は、１秒であるとする。処理は、Ｓ１１４に進む。
【００５９】
　Ｓ１１４で、バックライト制御部１１１は、補正処理の対象となる全ての発光ブロック
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に対して補正処理が完了しているか否かを判定する。バックライト制御部１１１が、補正
処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していないと判定した場合
、処理をＳ１１１に戻す。そして、Ｓ１１１で、バックライト制御部１１１が次の発光ブ
ロック１２１ｂを対象発光ブロックとして決定する。バックライト制御部１１１が、補正
処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していると判定した場合、
輝度センサ使用補正処理を終了する。
【００６０】
　一連の輝度センサ使用補正処理は、対象となる全ての発光ブロック１２１の輝度を取得
するための期間と、対象となる全ての発光ブロック１２１の発光量を補正するための期間
との合計の期間である、輝度補正期間を必要とする。バックライト制御部１１１は、Ｓ１
０１で各発光ブロック１２１が安定状態であると判断した場合に、輝度センサ使用補正処
理を輝度補正期間以上の周期で、周期的に実行する。例えば、１つの発光ブロック１２１
の輝度を取得するために４秒、さらに１つの発光ブロック１２１の発光量を補正するため
に１秒をそれぞれ要する場合、６個の発光ブロック１２１に対して輝度センサ使用補正処
理を実行するため、輝度補正期間は３０秒である。
【００６１】
　図５（ｂ）は、温度センサ使用補正処理のフローを示すフローチャートである。Ｓ１２
０は、各発光ブロック１２１に対して、対応する温度センサ１２３で取得した温度測定値
に基づいて、駆動電流値を補正する処理を実行する温度センサ使用補正処理である。
【００６２】
　温度センサ使用補正処理が開始されると、Ｓ１２１で、バックライト制御部１１１は、
補正処理を施す対象発光ブロックを決定する。対象発光ブロックは、Ｓ１１１と同様に決
定されるとする。処理はＳ１２２に進む。
【００６３】
　Ｓ１２２で、バックライト制御部１１１は、発光ブロック１２１ａの温度測定値を取得
する。温度取得部１１６は、温度センサ１２３ａから出力された値から発光ブロック１２
１ａの温度測定値を取得し、バックライト制御部１１１に出力する。なお、温度取得部１
１６が、各発光ブロック１２１の温度測定値を取得する処理をする場合に、Ｓ１１２のよ
うに対象発光ブロックでない発光ブロックを消灯する処理は行われない。温度取得部１１
６が対象発光ブロックに対して温度取得処理を実行する期間は、輝度取得部１１５が対象
発光ブロックに対して輝度取得処理を実行する期間よりも短い。例えば、温度取得処理は
、０．５秒に１回実行されるものとする。処理はＳ１２３に進む。
【００６４】
　Ｓ１２３で、バックライト制御部１１１は、取得した発光ブロック１２１ａの温度測定
値と、メモリ１１７から取得した発光ブロック１２１ａの温度特性とを用いて取得した発
光ブロック１２１ａの発光効率Ｅａに基づいて、駆動電流値を補正する。
【００６５】
　温度特性は、発光ブロック１２１ａの温度と、発光効率Ｅａとの関係を示した特性であ
る。図７は、メモリ１１７に記憶されている温度特性を示した模式図である。例えば、温
度特性は、発光ブロック１２１ａに対して、所定の駆動条件で駆動した場合に、複数の測
定温度における発光量を測定した結果から求められる。図７に示した温度特性は、測定温
度を０℃、２０℃、４０℃、および６０℃とした場合の、発光ブロック１２１ａの発光量
から、測定温度２０℃の発光量を１００％として、発光効率Ｅａを求めた結果を示してい
る。
【００６６】
　なお、温度特性は、各発光ブロック１２１に対して個別に予め取得されたものであって
もよい。また、各発光ブロック１２１に対して同一の温度特性を用いるものであってもよ
い。
【００６７】
　バックライト制御部１１１は、発光効率Ｅａに基づいて、駆動電流値を補正する。駆動
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電流値に対して発光量が線形の関係にある場合、バックライト制御部１１１は、発光ブロ
ック１２１ａの駆動電流値を発光効率Ｅａで除算して補正する。温度特性が図６に示した
ように離散的な測定温度に対して取得した発光効率Ｅａの測定値を示している場合、バッ
クライト制御部１１１は、各測定温度以外の温度測定値に対する発光効率Ｅａを、各測定
値を用いた線形補間によって決定する。補間の方法は、非線形補間であってもよい。例え
ば、バックライト制御部１１１が温度測定値に基づいて、対象発光ブロックの発光量を補
正する処理を実行する時間は、１秒であるとする。処理は、Ｓ１２４に進む。
【００６８】
　なお、温度特性から求めた発光効率Ｅａを用いた輝度補正は、予め測定された温度特性
を用いて補正するため、誤差を含む。したがって、補正時の発光量を直接測定して補正す
る輝度センサ使用補正処理のほうが、温度センサ使用補正処理よりも補正の精度が高い。
【００６９】
　Ｓ１２４で、バックライト制御部１１１は、補正処理の対象となる全ての発光ブロック
に対して補正処理が完了しているか否かを判定する。バックライト制御部１１１が、補正
処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していないと判定した場合
、処理をＳ１２１に戻す。そして、Ｓ１２１で、バックライト制御部１１１が次の発光ブ
ロック１２１ｂを対象発光ブロックとして決定する。バックライト制御部１１１が、補正
処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していると判定した場合、
温度センサ使用補正処理を終了する。
【００７０】
　一連の温度センサ使用補正処理は、対象となる全ての発光ブロック１２１の温度を取得
するための期間と、対象となる全ての発光ブロック１２１の発光量を補正するための期間
との合計の期間である、温度補正期間を必要とする。バックライト制御部１１１は、Ｓ１
０１で各発光ブロック１２１が駆動初期状態であると判断した場合に、温度センサ使用補
正処理を温度補正期間以上の周期で、周期的に実行する。例えば、１つの発光ブロック１
２１の温度を取得するために０．５秒、さらに１つの発光ブロック１２１の発光量を補正
するために１秒をそれぞれ要する場合、６個の発光ブロック１２１に対して輝度センサ使
用補正処理を実行するための温度補正期間は９秒である。
【００７１】
　温度センサ使用補正処理は、輝度センサ使用補正処理と異なり、対象発光ブロックの温
度を測定する際に、対象発光ブロック以外の発光ブロックの消灯を伴う必要がない。した
がって、温度センサ使用補正処理は、輝度センサ使用補正処理よりも短い期間で実行され
ることが可能である。バックライト制御部１１１は、温度センサ使用補正処理を、輝度セ
ンサ使用補正処理を実行する周期よりも短い周期で実行する。
【００７２】
　なお、バックライト制御部１１１が輝度センサ使用補正処理を実行する周期、および温
度センサ使用補正処理を実行する周期は、一定の周期でなくともよい。複数の輝度センサ
使用補正処理が実行される間隔が輝度補正期間以上であれば、輝度センサ使用補正処理を
実行する周期は、不均一な周期であってもよい。同様に、複数の温度センサ使用補正処理
が実行される間隔が輝度補正期間以下であり、かつ温度補正期間以上であれば、温度セン
サ使用補正処理を実行する周期は、不均一な周期であってもよい。
【００７３】
　また、バックライト制御部１１１は、複数の温度センサ使用補正処理の間に、輝度補正
期間よりも短い温度補正期間を設けることも可能である。
【００７４】
　上述の処理により、図４に示す補正サイクルにおいて、各発光ブロックに対して１度、
発光量の補正処理が実行される。したがって、各発光ブロック１２１の発光量は、補正サ
イクルが実行される周期で補正される。温度センサ使用補正処理を実行する補正サイクル
の周期（９秒）は、輝度センサ使用補正処理を実行する補正サイクルの周期（３０秒）よ
りも短い。つまり、各発光ブロック１２１が駆動初期状態である場合に各発光ブロック１



(14) JP 2017-204341 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

２１の発光量が補正される周期は、各発光ブロック１２１が安定状態である場合に各発光
ブロック１２１の発光量が補正される周期よりも短い。
【００７５】
　次に、本実施例における輝度補正処理を実行した場合の効果について、説明する。
【００７６】
　図８（ａ）は、本実施例における輝度補正処理を実行した場合の、経過時間ｔ１に対す
る、１つの発光ブロック１２１（例えば１２１ａ）の発光量の変化を示したグラフである
。また、図８（ｂ）は、比較のために、輝度センサ使用補正処理のみを用いて、輝度補正
処理を実行した場合の、１つの発光ブロック１２１（例えば１２１ａ）の発光量の経過時
間ｔ１に対する変化を示したグラフである。
【００７７】
　輝度補正処理を、輝度センサ使用補正処理のみで実行する場合、３０秒毎に１回の補正
処理が実行される。したがって、図８（ｂ）に示すように、駆動初期において、補正処理
のフィードバックがかかる間に、急激な温度変化による発光量の変化が大きくなる。
【００７８】
　本実施例における照明装置１００では、各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に
低い駆動初期状態である場合、温度センサ使用補正処理が実行される。例えば、温度セン
サ使用補正処理は、９秒の周期で実行される。したがって、図８（ａ）に示すように、駆
動初期において、急激な温度変化による発光量の変化を小さく抑えることが可能となる。
さらに、各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い安定状態である場合、輝度セ
ンサ使用補正処理を実行することにより、より精度の高い補正処理を実行することが可能
となる。
【００７９】
　言い換えると、本実施例における照明装置１００は、単位時間における温度変化が大き
いとみなせる場合に、輝度補正に要する期間が短い補正処理を選択して実行するとも言え
る。
【００８０】
　本発明に係る照明装置１００によれば、発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に低
い状態である場合、温度センサ使用補正処理を用いて発光量を補正する処理を周期的に実
行する。さらに、発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い状態である場合、輝度
センサ使用補正処理を用いて発光量を補正する処理を、温度センサ使用補正処理が実行さ
れる周期よりも長い周期で実行する。これにより、動作安定度が低く、発光ブロック１２
１の時間に対する輝度変動が大きい場合に、短期間に多くの輝度補正処理を施すことが可
能となる。さらに、動作安定度が高く、発光ブロック１２１の時間に対する輝度変動が小
さい場合に、より精度の高い輝度補正処理を施すことが可能となる。したがって、照明装
置の発光ブロックの動作安定度が低い場合に、発光量の変動を抑制し、好適にバックライ
ト装置の発光量を制御することが可能となる。
【００８１】
　（第２の実施例）
　第２の実施例に係る照明装置１００は、各発光ブロック１２１の状態を、駆動初期状態
よりも動作安定度が相対的に高く、安定状態よりも動作安定度が相対的に低い不安定状態
を駆動初期状態および安定状態に加えた３段階で判定し、補正処理の内容を切り換える。
そして、照明装置１００の各発光ブロック１２１の状態が不安定状態であった場合、複数
の補正処理を用いて、発光ブロック１２１の輝度補正処理を実行する。
【００８２】
　第２の実施例に係る照明装置１００の装置構成図、および機能ブロック図は、第１の実
施例と同様であることから、説明を省略する。第２の実施例の照明装置１００は、バック
ライト制御部１１１の輝度補正処理の一部が、第１の実施例と異なる。
【００８３】
　図９は、第２の実施例に係る照明装置１００における輝度補正処理サイクルのフローを
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示したフローチャートである。輝度補正処理サイクルが開始され実行されると、Ｓ１００
で、バックライト制御部１１１は、経過時間取得部１１２から経過時間ｔ１を取得する。
処理はＳ２０１に進む。
【００８４】
　Ｓ２０１で、バックライト制御部１１１は、経過時間ｔ１がメモリ１１７から取得した
閾値Ｔｈ２より大きいか否かを判定する。閾値Ｔｈ２は、閾値Ｔｈ１よりも大きい値であ
る。例えば、閾値Ｔｈ２は、発光ブロック１２１の温度が飽和温度Ｔｓの９５％程度とな
る経過時間ｔ１に対応する値であるとする。Ｓ２０１で、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ２より
も大きい場合、バックライト制御部１１１は、各発光ブロック１２１を安定状態であると
判定し、Ｓ１１０の処理に進む。Ｓ１１０は、輝度センサ使用補正処理である。輝度セン
サ使用補正処理は、第１の実施例で説明した同名の処理と同様であることから、説明を省
略する。また、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ２以下である場合、Ｓ１０１の処理に進む。
【００８５】
　Ｓ１０１でバックライト制御部１１１は、経過時間ｔ１がメモリ１１７から取得した閾
値Ｔｈ２より大きいか否かを判定する。例えば、閾値Ｔｈ１は、第１の実施例と同様の値
であるとする。Ｓ１０１で、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ１よりも大きい場合、バックライト
制御部１１１は、各発光ブロック１２１を、動作安定度が駆動初期状態よりも相対的に高
く、かつ安定状態よりも相対的に低い不安定状態であると判定し、ハイブリッド補正処理
（Ｓ１３０）に進む。
【００８６】
　また、経過時間ｔ１が閾値Ｔｈ１以下である場合、バックライト制御部１１１は、各発
光ブロック１２１を駆動初期状態であると判定し、Ｓ１２０の処理に進む。Ｓ１２０は、
温度センサ使用補正処理である。温度センサ使用補正処理は、第１の実施例で説明した同
名の処理と同様であることから、説明を省略する。
【００８７】
　バックライト制御部１１１は、経過時間ｔ１と閾値Ｔｈ１および閾値Ｔｈ２とに基づい
て選択した補正処理を、全ての発光ブロック１２１に対して実行し、輝度補正処理サイク
ルが終了する。バックライト制御部１１１は、輝度補正処理サイクルを繰り返し実行する
。
【００８８】
　Ｓ１３０は、輝度センサを用いた輝度補正処理を適用する発光ブロックと、温度センサ
を用いた補正処理を適用する発光ブロックとを輝度補正処理サイクル毎に切り換えるハイ
ブリッド補正処理である。図１０は、ハイブリッド補正処理のフローを示したフローチャ
ートである。
【００８９】
　ハイブリッド補正処理が開始されると、バックライト制御部１１１は、Ｓ１３１で輝度
センサ使用補正処理を実行する特定発光ブロックを決定する処理を実行する。バックライ
ト制御部１１１は、メモリ１１７から、輝度補正処理サイクルに対して選択される特定発
光ブロックを示す情報を取得して、特定発光ブロックを決定する。例えば、バックライト
制御部１１１は、特定発光ブロックとして、発光ブロック１２１ｂと発光ブロック１２１
ｆと決定するとする。なお、特定発光ブロックは、１つの発光ブロック１２１とすること
も可能であるし、３つ以上の複数の発光ブロック１２１とすることも可能である。バック
ライト制御部１１１は、輝度補正処理サイクルごとに特定発光ブロックとして選択する発
光ブロック１２１を切り替える。処理は、Ｓ１３２に進む。
【００９０】
　Ｓ１３２で、バックライト制御部１１１は、補正処理を施す対象発光ブロックを決定す
る。例えば、対象発光ブロックは、図３で示したバックライトユニット１２０に含まれる
複数の発光ブロック１２１ａ～１２１ｆに対して、左上の１２１ａから順に選択されるよ
うに決定されるとする。例えば、バックライト制御部１１１は、発光ブロック１２１ａを
対象発光ブロックと選択するとする。処理はＳ１３３に進む。
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【００９１】
　Ｓ１３３で、バックライト制御部１１１は、対象発光ブロックが特定発光ブロックと同
一であるか否かを判定する。対象発光ブロックが特定発光ブロックと同一である場合、処
理はＳ１３４に進む。
【００９２】
　Ｓ１３４で、バックライト制御部１１１は、対象発光ブロックの輝度測定値を取得する
。Ｓ１３４で実行される処理は、第１の実施例におけるＳ１１２で実行される処理と同様
であることから説明を省略する。Ｓ１３５で、バックライト制御部１１１は、対象発光ブ
ロックの輝度測定値と、メモリ１１７から取得した輝度目標値とを用いて取得した対象発
光ブロックの輝度変化率Ｒに基づいて、駆動電流値を補正する。Ｓ１３４で実行される処
理は、第１の実施例におけるＳ１１３で実行される処理と同様であることから説明を省略
する。処理は、Ｓ１３８に進む。
【００９３】
　また、Ｓ１３３で、バックライト制御部１１１が特定発光ブロックと異なる場合、処理
は１３６に進む。
【００９４】
　Ｓ１３６で、バックライト制御部１１１は、対象発光ブロックの温度測定値を取得する
。Ｓ１３６で実行される処理は、第１の実施例におけるＳ１２２で実行される処理と同様
であることから説明を省略する。Ｓ１３７で、バックライト制御部１１１は、取得した対
象発光ブロックの温度測定値と、メモリ１１７から取得した対象発光ブロックの温度特性
とを用いて取得した対象発光ブロックの発光効率Ｅａに基づいて、駆動電流値を補正する
。Ｓ１３７で実行される処理は、第１の実施例におけるＳ１２３で実行される処理と同様
であることから説明を省略する。処理は、Ｓ１３８に進む。
【００９５】
　Ｓ１３８で、バックライト制御部１１１は、補正処理の対象となる全ての発光ブロック
に対して補正処理が完了しているか否かを判定する。バックライト制御部１１１が、補正
処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していないと判定した場合
、処理をＳ１３２に戻す。そして、Ｓ１３２で、バックライト制御部１１１が次の発光ブ
ロック１２１を対象発光ブロックとして決定する。例えば、バックライト制御部１１１は
、発光ブロック１２１ｂを対象発光ブロックと選択するとする。バックライト制御部１１
１が、補正処理の対象となる全ての発光ブロックに対して補正処理が完了していると判定
した場合、ハイブリッド補正処理を終了する。
【００９６】
　一連のハイブリッド補正処理（Ｓ１３０）では、複数の発光ブロック１２１のうち、特
定発光ブロックのみに対して輝度センサ１２２を用いた補正処理を実行する。従って、輝
度センサ補正処理（Ｓ１１０）よりも、短時間に複数回の補正処理を実行することが可能
となる。例えば、特定発光ブロックとして、１回の輝度補正処理サイクルに対して２つの
発光ブロック１２１を選択するとする。
【００９７】
　ハイブリッド補正処理は、補正の対象となる発光ブロック１２１のうち、特定発光ブロ
ックに対して輝度センサ使用補正処理を施し、特定発光ブロックでない発光ブロック１２
１に対して温度センサ使用補正処理を施す。例えば、１つの発光ブロック１２１に対して
輝度センサ使用補正処理を施すために５秒の期間を必要とし、１つの発光ブロック１２１
に対して温度センサ使用補正処理を施すために１．５秒の期間を必要とするとする。上述
のように、２つの発光ブロック１２１を選択する場合、ハイブリッド補正処理を施すため
に必要とされる期間は、１６秒の期間を要する。
【００９８】
　つまり、ハイブリッド補正処理を実行するために必要とされる補正期間は、温度補正期
間よりも長く、かつ輝度補正期間よりも短くなる。したがって、バックライト制御部１１
１は、ハイブリッド補正処理を、輝度センサ使用補正処理が実行される周期よりも短く、



(17) JP 2017-204341 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

かつ温度センサ使用補正処理が実行される周期よりも長い周期で実行する。
【００９９】
　また、バックライト制御部１１１は、補正サイクルごとに、特定発光ブロックを切り替
えることから、各発光ブロックは、複数回の補正サイクルに対して少なくとも１回は、輝
度センサを用いて輝度を補正される。したがって、補正の精度を向上させながら、短時間
に複数回の補正処理を実行することが可能となる。
【０１００】
　図１１は、第２の実施例における輝度補正処理を実行した場合の発光量の時間変化を示
した模式図である。横軸は経過時間ｔ１を示しており、縦軸は発光量比を示している。第
１の実施例と同様に、照明装置１００の各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に低
い駆動初期状態（ｔ１≦Ｔｈ１）において、温度センサ使用補正処理が実行される。例え
ば、温度センサ使用補正処理が第１の実施例と同様に９秒に１回実行されるとする。短期
間に輝度補正処理を多く実行することにより、急激な温度変化による発光量の変化を、小
さく抑えることが可能となる。
【０１０１】
　さらに、照明装置１００の各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に中程度である
不安定状態（Ｔｈ１＜ｔ１≦Ｔｈ２）において、ハイブリッド補正処理が実行される。例
えば、ハイブリッド補正処理は、１６秒に１回実行されるとする。また、照明装置１００
の各発光ブロック１２１の動作安定度が相対的に高い安定状態（Ｔｈ２＜ｔ１）において
、輝度センサ使用補正処理が実行される。例えば、輝度センサ使用補正処理は、３０秒に
１回実行されるとする。
【０１０２】
　バックライト制御部１１１は、照明装置１００の各発光ブロック１２１の動作安定度が
低いほど、各発光ブロック１２１に対して補正処理が実行される頻度が高くなるように、
制御する。また、バックライト制御部１１１は、照明装置１００の各発光ブロック１２１
の動作安定度が高いほど、各発光ブロック１２１に対して輝度センサを用いた補正処理が
実行される頻度が高くなるように、制御する。これにより、発光ブロック１２１の温度変
化の大きさが大きいほど、補正処理の頻度が高くなり、温度変化による急激な輝度変化を
補正することが可能となる。したがって、照明装置の発光ブロックの動作の安定度が変化
しても、好適にバックライト装置の発光量を制御することが可能となる。
【０１０３】
　（その他の実施例）
　なお、動作安定度が低く、発光ブロック１２１の時間に対する輝度変動が大きい場合に
、実施する補正処理は、温度センサを用いた補正処理に限らない。温度測定値以外の動作
情報を用いて、輝度センサ使用補正処理も短期間に多くの補正処理を実行可能な、補正処
理を実行することも可能である。
【０１０４】
　バックライト制御部１１１は、駆動電流取得部１１４が取得した各発光ブロック１２１
に流れた駆動電流値を用いて、各発光ブロック１２１の輝度を補正することも可能である
。光源１２４に流れる電流値が温度に依存する場合、駆動電流値は、温度測定値と同様に
扱うことが可能となる。この場合、バックライト制御部１１１は、メモリ１１７から駆動
電流値と温度と発光効率とを関連付けた情報を取得し、輝度補正処理を実行する。
【０１０５】
　駆動電流値を用いた補正処理は、温度センサ使用輝度補正処理と同様に、対象発光ブロ
ック以外の発光ブロックの消灯を伴う必要がないため、短時間に多くの補正処理を実行す
ることが可能となる。この場合、温度センサ１２３を設置する必要がなく、より低コスト
で実行することが可能となる。
【０１０６】
　また、照明装置１００の動作安定度を判定する判定パラメータは、経過時間ｔ１以外の
値を用いることも可能である。照明装置１００の各発光ブロック１２１の制御方法が切り
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【０１０７】
　各発光ブロック１２１の発光量の制御範囲の上限値が大きく変化したタイミングからの
経過時間を判定パラメータとすることも可能である。例えば、表示装置１の表示モードが
従来の輝度範囲（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇｅ（ＳＤＲ））で画像を
表現するモードから、より高輝度の画像を表現するＨｉｇｈ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇ
ｅ（ＨＤＲ）モードに切り替わった場合、各発光ブロック１２１の発光量の制御範囲の上
限値が大きくなる。
【０１０８】
　この場合、各発光ブロック１２１の温度は、ＳＤＲモード動作時の動作温度から、ＨＤ
Ｒモード動作時の飽和温度へ、変化する。したがって、表示モードが切り替わったタイミ
ングからの経過時間ｔ２を用いて、動作安定度を判定して輝度補正処理の方法を切り換え
ることにより、好適にバックライト装置の発光量を制御することが可能となる。なお、経
過時間ｔ２の計測タイミングは、表示装置１の表示モードが、ＨＤＲモードからＳＤＲモ
ードに変更したタイミングでもよい。
【０１０９】
　また、各発光ブロック１２１を同一の発光量で制御する標準制御モードと、発光ブロッ
ク１２１ごとに発光量を制御するローカルディミング制御モードとを切り換えたタイミン
グからの経過時間ｔ３を、判定パラメータとすることも可能である。
【０１１０】
　また、バックライト制御部１１１は、所定のタイミングからの経過時間以外の値を判定
パラメータとして、動作安定度を判定することも可能である。例えば、バックライト制御
部１１１は、温度センサ１２３が取得した発光ブロック１２１の単位時間あたりの温度測
定値の変化が所定の閾値以上である場合に、駆動初期として判定してもよい。
【０１１１】
　また、バックライト制御部１１１は、各発光ブロック１２１の駆動電流値に基づいて動
作安定状態を判定することも可能である。具体的には、各発光ブロック１２１の駆動電流
値の平均値の時間変化が、所定の値よりも大きい場合、駆動初期または不安定状態として
判定する。
【０１１２】
　さらに、バックライト制御部１１１は、発光ブロック１２１ごとに動作安定度を判定し
て、補正処理を切り換えることも可能である。この場合、対象発光ブロックが変わる毎に
、バックライト制御部１１１は対象発光ブロックの動作安定度を判定して、補正処理の方
法を切り換える。これにより、発光ブロック１２１ごとに、好適に輝度を補正することが
可能となる。
【０１１３】
　さらに、バックライトとして複数種類の光源、例えば３原色バックライトなどを用いる
ことが考えられるが、光源の種類によって温度特性が異なる場合がある。このとき、光源
の種類毎に、バックライト輝度の安定状態の判定条件及び補正処理を変えてもよい。
【符号の説明】
【０１１４】
　１００　照明装置
　１１１　バックライト制御部
　１２１　発光ブロック
　１２２　輝度センサ
　１２３　温度センサ
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